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中国地方整備局インフラ分野のＤＸ推進スタンス

適確に捉え
社会情勢の変化

建設業界、職員のニーズ
＋

進展するデジタル技術情報等

中国地方整備局インフラＤＸ推進計画（毎年度）

① 利用者目線で考える
② 分野を超え、制度見直しも視野
③ 関係者を巻き込む
④ 小さく始めて改善を繰り返す（先ずは、職員の業務改善から）
⑤ 失敗を恐れない

取
組
姿
勢

【５つの柱】

1. 「中国ブロックにおける社会資本整備重点計画」の重点目標でもあるインフラ分野のＤＸを２０２２（R4）からスタート。
2. 社会情勢の変化、建設業界及び整備局職員のニーズを適確に捉え、急速に進展するデジタル技術を踏まえ、毎年度推進計

画を策定し各種施策を推進。
3. 推進計画に位置づける個別施策については、本部会議（本部長：局長）で点検、分析・評価、改善しつつ推進。
4. ＤＸの各取組は「５つの柱」に分類整理し、常にアウトカムを意識した、取組姿勢を基本に積極推進。
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中国インフラDXセンターの位置付け インフラＤＸ推進計画2024
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中国地方整備局インフラ分野のＤＸ推進のための人材育成

①概要紹介
DXセンターの施設概要をビデオにより紹介します。

②ＶＲ（仮想現実）
ＶＲゴーグルと構造物の3Dモデルデータを用いて、ＤＸルームに

いながら、遠くの橋梁施工現場にいるような疑似体験ができます。

③遠隔操縦（無人化）施工
建設機械に搭載されたカメラ映像を見ながら、遠隔操作を実施

する様子を見学できます。

④遠隔臨場（監督・検査）
屋外体験フィールドでウェアラブルカメラを装着した人の見てい

るものが、ＤＸルームのパソコン上で現場臨場と同じように遠隔で
確認できます。

⑤３次元測量 【屋外・天候によりＤＸルーム】

３次元計測機器により、短時間で周辺の地形データを３Ｄデー
タで取得できる測量体験ができます。

⑥ＡＲ（拡張現実） 【屋外・天候によりＤＸルーム】

現実に見えているものに、スマートフォンを用いて構造物の３Ｄ
モデルデータを重ね合わせることで出来上がりをイメージしたり、
埋設物の位置確認などが体験できます。

※ 一般の体験は事前予約制です。（受付開始 R5.7.18～）
中国技術事務所HPから申込みをお願いします。
HP： https://www.cgr.mlit.go.jp/ctc/index.html

①概要紹介

③遠隔操縦（無人化）施工

②ＶＲ（仮想現実）

④遠隔臨場（監督・検査）
⑥ＡＲ（拡張現実）

⑤３次元測量

①
②④

⑤

⑥

ＤＸルーム

③
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人材育成を目的として、中国インフラＤＸセンターを運用することで、発注者（地方公共団体を含む）と受注者に対するＢＩＭ／ＣＩＭ活用やＩＣＴ
施工普及及び促進、データ・デジタル技術の知識習熟に関する講習・研修カリキュラム・体験施設の充実を図り、新たに必要となるスキルに
対応できる人材の育成、担い手を育てる環境を構築する。
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取組
内容

目指
す姿

中国技術事務所構内に整備されている既存施設の一部を改修し、ＤＸ技術が体験・研修できる機材を設置。

①研修ルーム整備 ②ＤXルーム整備 ③実習フィールド整備

（ R5取組実績：参加者アンケート結果）

DXルームの参加者は、体験者355名のうち、339名より回答

【質問】参加者の業種・年齢（学生等111名は除く）

「導入意欲あり」が参加前42％
→参加後60％と18ポイント上昇

＜職業：228名＞ ＜年齢構成：227名＞
※無回答の1名を除く

【質問】DX体験参加前と参加後でのDX技術導入意欲
について教えて下さい。

＋18pt

＜全体：220人＞

これまでの取り組み効果

＜官公庁：71人＞

【質問】個別コンテンツの評価

＜全体：200人＞

＜建設業：31人＞ ＜コンサルタント：79人＞

中国インフラDXセンターの効果検証➀
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これまでの取り組み効果

【改善項目案】
・最新技術の事例・活用の紹介、説明
・工事現場にて活用されている事例紹介
⇒展示ルームの整備（民間技術展示）

・対象者（初級・中級・上級）にあわせた説明・体験
・調査・設計・維持管理・防災点検・災害対応等の具体事例
による説明・体験
⇒体験コンテンツ作成（拡大・見直し）
⇒機材調達等

・施設レイアウトの改善
⇒DXルームの整備
・DX体験の時間、人数の調整・設定
⇒DXセンター（暫定）運用・フォローアップ

●改善項目案

建設業の回答では、「AR」、「遠隔臨場」、「３次元測量」で「やや不満」が相対的に高く、コンサルタント
では、各コンテンツで「やや不満」が同程度みられる。

評価スコア＝（4点×「満足:構成％」＋3点×「やや満足：構成％」＋2点×「やや不満：構成％」＋1点「不満：構成」）/全構成100%

・ARに関しては、あまり必要性を感じなかった
・ARと無人化施工、3次元測量との関連性に乏しい
・ARの機器仕様、機器へのデータ入力について知り
たい

・官側の施策で施工者のための施策になっていない
・道路インフラ工事は山間部が多く通信状況が悪 い
ことが多い、発注者として環境整備をお願いしたい

・遠隔臨場でできること、できないことの区分けした説
明が必要

・実際に現場臨場するよりは情報量が少ない
・（現場側の）モニターカメラが見にくい

・3次元測量データの受け渡し方法が知りたい
・3次元測量データの標準化について知りたい
・実際の地形との比較できる実測作業をお願いしたい
・測量機器を触ってみたかった
・全体的に費用が大きいように感じる、安価にできる
方法の整備も考慮してほしい

・新しい技術の活用・紹介
・対象者（初級・中級・上級）にあわせた説明・体験の拡大
・建設業界のイメージアップや担い手確保のためにも、一般の方々
へのアピールや見学会を企画してほしい

・工事現場で導入されている技術（効果等の感想も含め）の説明
・調査・設計・維持管理・防災点検・災害対応等の活用技術の説明
・DX体験の内容から選択できる申込み方法の充実
・複数班による説明時、他のコンテンツ説明の声で聞き取り
づらかった。施設レイアウトや進行を改善してほしい

・無人化施工等、修了証がなくても体験できるコンテンツの充実

●期待していたこと、今後実施してほしいこと
●アンケート分析

＜AR体験に関する個別意見＞

＜遠隔臨場体験に関する個別意見＞

＜3次元測量体験に関する個別意見＞

中国インフラDXセンターの効果検証➁
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ＤＸセンターの環境整備

■ 体験コンテンツ等の運用、機材調達
→ ＤＸルーム等に整備する資機材整備

・一連の建設プロセスでデータ作成・ＤＸ技術活用が可能な体験メニューの運用
・マシンガイダンスの出来形管理機能の導入
・遠隔操作を体験できる運転シミュレータ導入

■ DXセンター暫定運用のフォローアップ
→ DX体験対象者のニーズ・課題を収集や対応したカリキュラム・コンテンツの拡大・見直し

・アンケート等による課題の収集（本運用も継続）し、カリキュラム・コンテンツの更新
・HPやSNS等を活用した広報ツールの充実
・民間技術展示を活用した展示ルーム整備の検討

本運用に向けた取り組み

運転シミュレータ

HP､Ｘ等を活用した広報 アンケートによる課題抽出
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DX体験のコンテンツ概要

・体験コンテンツ等の整備

技術特性と活用場面の具現化を目的とした、一連の建設プロセスでデータ作成・ＤＸ技術活用
が可能な体験メニューを構築。（測量から施工までの一連の流れを実際に取得した三次元デー
タを元にデモを行うことで、ＤＸ技術の特性を体感し、活用するための知識を習得）

本運用に向けた取り組み
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i-Construction2.0 からの反映
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本運用に向けた新コンテンツ（案）

ICT活用をメインとした一連のコンテンツ

体
験
内
容
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DX体験実施状況

令和６年度新規採用（技術系職員２７名）のＤＸ体験状況（令和6年9月18日）。 １1
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